
調査計画 

１ 調査の名称 

無医地区等及び無歯科医地区等調査 

２ 調査の目的 

 全国の無医地区等及び無歯科医地区等の実態及び医療確保体制の実態を調査し、へき地保健医療体

制の確立を図るための基礎資料を得ることを目的とする。 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲 

全国 

（２）属性的範囲 

 全国の無医地区・無歯科医地区及び無医地区・無歯科医地区には該当しないが、無医地区・無歯科

医地区に準じた医療の確保が必要な地区と各都道府県知事が判断し、厚生労働大臣に協議できる地

区（以下「無医地区・無歯科医地区に準じる地区」という。）を有する市町村。 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）数：約410 

（２）選定の方法（■全数 □無作為抽出 □有意抽出）

 無医地区・無歯科医地区及び無医地区・無歯科医地区に準じる地区を有する市町村。 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項（詳細は調査事項一覧参照） 

無医地区名・無歯科医地区名、メッシュコード、調査対象となる事情、 

法律適用状況 等 

（２）基準となる期日又は期間：調査年度の10月末 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査組織：厚生労働省－都道府県－市町村 

（２）調査方法（□調査員調査 □郵送調査 ■オンライン調査 □その他（  ）） 

  調査票を都道府県経由で市町村に送付し、調査を行う。 
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無医地区等調査 

調査事項一覧 

【第１表 無医地区等調査 調査票】 
 都道府県名
 整理記号・番号
 二次医療圏名・符号
 所轄保健所名・符号
 市町村名・符号
 無医地区名・フリガナ
 当該地区の中心的な場所の第３次地域メッシュコード
 調査対象となる事情

・無医地区の定義に該当する・無医地区に準じる定義に該当する
・無医地区に準じる定義に該当する事情

 法律適用状況
・過疎・山村・豪雪・特豪・離島・沖縄・奄美・適用外

 総世帯数
 高齢者世帯数
 自動車（船）保有世帯数
 地区内人口等の状況

・年代別（０～14才、15～64才、65～69才、70才以上）、男女別の人口・ねたきり者数・
就労者数

 巡回診療、健康診断等の実施状況
・巡回診療

-実施主体・実施回数・受診者延数・実施回数が減った理由・
眼科、耳鼻いんこう科の巡回診療体制の有無

・患者輸送
-運行日数・１日当たり往復回数・１日平均利用者数・患者以外の乗合・料金徴収

・健康診断（高齢者の医療の確保に関する法律の特定健康診断）
-実施機関・実施回数・受診者延数

・健康診断（上記以外）
-実施機関・実施回数・受診者延数

・健康教育
-実施機関・実施回数

・健康相談
-実施機関・実施回数・相談者延数

【第２表 無医地区等増減整理表】 
 都道府県名
 二次医療圏名
 市町村名
 増となった地区名

・整理記号・番号・無医地区名・人口・無医地区等増減理由
 減となった地区名

・整理記号・番号・無医地区名・人口・無医地区等増減理由

【第３表 無医地区等要件確認票】 
 都道府県名
 整理記号・番号
 二次医療圏名・符号
 所轄保健所名・符号
 市町村名・符号
 無医地区等名
 区分
 準無医地区とする事情
 最寄診療所

・名称・医療施設基本ファイルに使用している当該診療所の整理番号
・所在地・市町村コード
・許可（届出）病床数
・設置主体

-都道府県・市町村・公的四団体・医療法人・個人・その他
・１週当たり診療日数
・診療時間
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-平日・土曜日・日曜日・祝日
・実施診療科

-内科・外科・精神科・アレルギー科・リウマチ科・小児科・皮膚科・泌尿器科・
産婦人科・眼科・耳鼻いんこう科・リハビリテーション科・放射線科・病理診断科・
臨床検査科・救急科・その他

・無医地区等の中心的場所からの距離・時間
-公共交通機関を利用する場合

〇距離・時間・往復便数・豪雪地帯等の場合の冬期利用状況
〇徒歩・バス・鉄道・船 

-自動車（船）を利用する場合
 最寄病院

・名称・医療施設基本ファイルに使用している当該診療所の整理番号
・所在地・市町村コード
・許可（届出）病床数
・設置主体

-都道府県・市町村・公的四団体・医療法人・個人・その他
・１週当たり診療日数
・診療時間

-平日・土曜日・日曜日・祝日
・実施診療科

-内科・外科・精神科・アレルギー科・リウマチ科・小児科・皮膚科・泌尿器科・
産婦人科・眼科・耳鼻いんこう科・リハビリテーション科・放射線科・病理診断科・
臨床検査科・救急科・その他

・無医地区等の中心的場所からの距離・時間
-公共交通機関を利用する場合

〇距離・時間・往復便数・豪雪地帯等の場合の冬期利用状況
〇徒歩・バス・鉄道・船 

-自動車（船）を利用する場合
 救急患者の搬送方法等

・搬送方法
-救急車・その他

・最寄病院に収容されるまでの時間
・最寄診療所に収容されるまでの時間
・１日のうち搬送が不可能になる時間
・調査対象年度中に外部との交通が遮断された日数
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無歯科医地区等調査 

調査事項一覧 

【第１表 無歯科医地区等調査 調査票】 
 都道府県名
 整理記号・番号
 二次医療圏名・符号
 所轄保健所名・符号
 市町村名・符号
 無歯科医地区名・フリガナ
 当該地区の中心的な場所の第３次地域メッシュコード
 調査対象となる事情

・無歯科医地区の定義に該当する・無歯科医地区に準じる定義に該当する
・無歯科医地区に準じる定義に該当する事情

 法律適用状況
・過疎・山村・豪雪・特豪・離島・沖縄・奄美・適用外

 総世帯数
 高齢者世帯数
 自動車（船）保有世帯数
 地区内人口等の状況

・年代別（０～14才、15～64才、65～69才、70才以上）、男女別の人口・ねたきり者数・
就労者数

 歯科巡回診療、歯科健康診断等の実施状況
・歯科巡回診療

-実施主体・実施回数・受診者延数・実施回数が減った理由
・離島歯科診療班による歯科診療

-実施主体・実施回数・派遣延日数・受診者延数・実施回数が減った理由
・歯科健康教育

-実施機関・実施回数
・歯科健康相談

-実施機関・実施回数・相談者延数

【第２表 無歯科医地区等増減整理表】 
 都道府県名
 二次医療圏名
 市町村名
 増となった地区名

・整理記号・番号・無歯科医地区名・人口・無歯科医地区等増減理由
 減となった地区名

・整理記号・番号・無歯科医地区名・人口・無歯科医地区等増減理由

【第３表 無歯科医地区等要件確認票】 
 都道府県名
 整理記号・番号
 二次医療圏名・符号
 所轄保健所名・符号
 市町村名・符号
 無歯科医地区等名
 区分
 準無歯科医地区とする事情
 最寄歯科医療機関

・名称・医療施設基本ファイルに使用している当該診療所の整理番号
・所在地・市町村コード
・設置主体

-都道府県・市町村・公的四団体・医療法人・個人・その他
・最寄歯科医療機関の種別

-病院・一般診療所・歯科診療所
・１週当たり歯科診療日数
・歯科診療時間

-平日・土曜日・日曜日・祝日
・無歯科医地区等の中心的場所からの距離・時間

-公共交通機関を利用する場合
〇距離・時間・往復便数・豪雪地帯等の場合の冬期利用状況
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〇徒歩・バス・鉄道・船 
-自動車（船）を利用する場合
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